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掘削 ・ 覆工 併進工 法

直打 ち コ ン ク リ
ー

トライ ニ ン グ工 法

　　　　　　　　　　　　　　 併進工 法研究会編

　 最近 ， 都市 ト ン ネ ル 工法と し て 注 目を浴 び て い る

掘削 ・覆工 併進工 法 （直打ち コ ン ク リ
ー

ト ラ イ ニ ン

グ工 法） の 概要 ・ 設計 ・施工 に つ い て と りま とめた

一
冊で あ る。掘削 ・覆工併進工 法 とは ， 欧州で すで

に トン ネル 工 法の 1っ とし て 実績も多 く， 安定 し た

工 法 として 評価 され て い る直打 ち コ ン ク リー トラ イ

ニ ン グ工 法 （ECL 工法）と我が国の 複雑な地盤条件

に対応 した密閉型 シー
ル ド技術を組み合せ た も の で

あ り， 掘 削と覆工 を同時に併行 して 連続施工 が で き

る。 こ の 工法 の 特徴 として は ， 施工 速度が速 い
， 地

盤沈下が少 な い
， 省力化が 図れ る

， 安全性 が高 い ，

経済的 な工 法で あ る こ と等が挙 げ られ る。

　我が国にお い て ，直打ち コ ン ク リ
ー

トラ イ ニ ン グ

工 法は 1980年代に入 っ て 実用化 され ， こ こ 2 〜 3 年

に実績 も数多く伸び て お り今後 の適用 の 拡大が期待

され て い る 。

　本書で は ，

『掘削 ・覆工 併進工 法』 の 設 計 ・施工

法 に っ い て ， こ れ まで の 研究成果 を もとに各種提案

を含め て記述 して お り，1．並進工 法の 概要，2。調査

お よ び基本計画，3．覆工 の 設計 ， 4．並進工 法用シー

ル ド機 5．施工 ， 6．施工 管理 お よび計測 とい う構成

とな っ て い る 。

　 3 章 の 覆工 の 設計に お い て は，仮覆工 と本覆工 に

分 け た 設計法をと りい れ ， そ れ ぞ れ の 覆工 に っ い て

の 設計方法が詳細に わ か りや す く記述 され て い る 。

また，設計計算例で は ， 土か ぶ りの 浅 い 場合と深 い

揚合の 2 ケー
ス で の 例が記載 され て い る 。

　
一

方 ， 5 章の 施工 に お い て は施工 計画か ら掘削，

推進，覆工 ，
コ ン ク リ

ー
ト配合 ， 止 水対策 に わた っ

て幅広 くま とめ られ て あり ， と くに コ ン ク リ
ー

トの

打設方法 ， 配合 ， 止 水対策は興 味有 る 内容で ある 。

　 また ， 参考資料に は最新の 各種直打ち コ ン ク リ
ー

トライ ニ ン グ工 法の概要 ， 施工 実績 の 紹介，海外 の

実績等も豊富に盛 り込 まれ て い る
。

　こ れ ま で 直打ち コ ン ク リ
ー

トラ イ ニ ン グ工 法に 関

す る文献 と し て 体系的に ま とめ られ た もの がな か っ

た の で ， 今 回 の本書 の発刊は 直打 ち コ ン ク リ
ー

トラ

イ ニ ン グ工 法の過去 に お ける 開発の 変遷，現在の 開

発状況 将来 の 展望 を知 る上 で
， また実際の 設計 ・

施工 を行 う上で 非常 に価値あ る一冊 と言 え る。
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